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◆ 巻頭言 

       与党からの組織代表を目指して 

◆ 会費納入のご案内  

■2013’参議院選挙の当選 

 山口和之参議院議員の誕生は、我々

のような未成熟な業界が、短期間で政

党を選び当選させることができたとい

う点において重要な成功体験であった

と考えています。これは、次期参院選

での大いなるポテンシャルであること

は間違いありません。 

 

■次期参院選で大切なこと 

2016年の次期選挙では、与党からの

組織代表の立候補・選挙・当選は理学

療法士の命題と言えます。そのために

は、日本理学療法士協会（協会）およ

び日本理学療法士連盟（日理連）は、

今まで以上に目的
 

を明確にした政治活

動を展開していくことが重要です。し

たがって協会は、自民親派
 

としてより

活動していくことが必要と言えます。 

日理連は今回の参院選で、自民から

の立候補を断たれ、みんなの党から出

馬させた経緯から、当面は自民党から

一定の距離をおいた政治活動が必要な

状況です。従って日理連は、当選を組

織成果としながらも、自民への支援が

できる環境整備を図ることも急がれま

す。このことは福理連としても同様

に、重要な活動軸であると考えていま

す。 

従って「山口かずゆき後援会」と次

期選挙へ向けた組織との峻別を図り、活動

していくことが、 全国の理学療法士の

政治活動への理解につながるものと考

えています。 
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 福岡県理学療法士連盟は福岡県理学療法士会と共に歩んでいます。連

盟の会費は、私たちの声を医療や福祉の政策に反映させるための活動費と

して使用しています。例年、連盟会費の納入率が悪く、活動に支障がでて

おりますので、早めの会費の納入を御願い致します。 

 なお、理学療法士連盟の会計年度の期間は、1月より12月となっていま

す。会費の納入は、昨年度より銀行引き落としも利用できるようになりまし

た。手続きがお済みでない方は同封の申込用紙にご記入の上ご返送下さ

い。よろしくお願い致します。また、引き続き県学会や研修会等で連盟役員

に支払うこともできます。ぜひ、お気軽にお声をかけてください。 

 また、新入会の方で銀行引き落としを希望される方は、銀行引き落とし申

込書に加え、入会申込書の提出が必要となります。入会申込書はHPよりダ

ウンロードし、ご記入の上、銀行引き落とし申込書とともに返信用封筒に入

れご返送下さい。 
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  会員数（平成25年9月30日現在）   1,328 名 （28.6 %） （カッコ内は県士会会員比） 

  北九州  515 名 （31.9 %） 福岡  422 名 （21.8 %） 筑後 391 名 （35.4 %） 

 

  まだまだ会員数が少ない状況です。今後もさらなる理学療法士の理解と入会の促進が重要です。 

① 平成25年7月21日（日） 参院選2013投開票、山口かずゆき先生当選！  
  

   平成25年7月21日、参院選の投開票が行われ、みんなの党から立候補された理学療法士の代表であ 

る山口かずゆき先生が75,000票を獲得し、みんなの党比例2位で当選されました。これからの明る

い未来に向け一歩を踏み出せました。   

 

② 平成25年10月5日（土） 大久保勉参議院議員を表敬訪問 
 

平成25年10月5日、福岡市内の大久保事務所に中江会長、白石副会長、今石副会長の三名で表敬訪

問を行いました。大久保 勉氏は当連盟が応援する組織外議員であり、これまでも理学療法士の

地位向上のため陳情を国政に届けていただいています。 

今回の訪問の目的は、7月の参議院選挙にて組織内議員として山口かずゆき氏がみんなの党から出

馬し当選した報告と民主党を離党しみんなの党に入党した経緯、今後も福岡県理学療法士連盟は

大久保勉氏を組織外議員として応援を行う事を伝えました。 

大久保勉氏からは、党は違うが山口議員と理学療法士の職域拡大、地位向上に協力することを約

束していただきました。  

○定例会議 

   役員会（2ヶ月に1回）、懇話会（年2回）、 

○3月活動報告会・研修会 

○参院選に向けての活動等  
 

◆ 現在の加入状況 

◆ ニュース・トピックス 

◆ 昨年の活動内容 
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○入会促進活動 

  2月  福岡県理学療法士学会 

  4-5月 新人オリエンテーション  

    6月  福岡県理学療法士研修会 

      その他福岡県理学療法士会地区勉強会 
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◆ 活動報告会・研修会のご案内  

   日時 平成26年2月16日（日） 9時30分～受付開始 

  場所 福岡朝日ビル地下1階会議室 

  ◆福岡県臨床理学療法研修会 10：00～11：00 

    講演 「2025年へ向けた取り組みと課題  

                 -理学療法士国会議員として想うこと-」     

    講師 山口 かずゆき 参議院議員（理学療法士） 

  ◆活動報告会 11：10～12：00 

    平成25年度事業報告、平成26年度事業計画、 

    リハ議連の設立・次期組織代表選考について  

特  集 

 11月13日に、参議院議員会館の議員事務所を訪問した時に会談した内容についてお話しします。

山口議員には6年間（2019年）の任期があります。リハ業界のためにじっくりと「側副路的」な国

政活動をすることが重要と考えています。 

その活動の一つとして、福島県出身議員ということから、震災における一連の福島問題の掘り下

げに力点を置き、その中から震災特区法（平成28年末まで）の延伸～本則化への流れを作り、訪問

リハステの創設を地域包括ケアシステムへ盛り込むことも大切なことだと考えています。このこと

で、議員の政治活動に対する国民的理解も広がり、与党リハ議連に対する我々の要望と「結果的」

にリンクすると捉えていることを申し述べました。 

 私たちは、国政へ山口和之議員を送り込んだ使命を考えたとき、 過剰に期待を寄せてはいけな

いと考えています。それは、わが国が与党による政党政治であり、野党議員が成果を上げることに

困難を要するからです。 福理連

は、福岡県下の理学療法士およ

びリハ関係団体へ対して、可及

的速やかな啓発を行い、山口和

之議員の組織代表としての尽力

を支援しながらも、次期選挙へ

の体制を整えることが、重要な

政治活動と考えています。 

山口かずゆき議員を表敬訪問して 
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 中江 誠 

福岡県理学療法士会に所属している理学療法士ならどなたでも参加できます。 

また、作業療法士も言語聴覚士も是非参加をして頂き、リハビリテーション全体での応援

の場としたいと思いますので、各職場の理学療法士はご一緒に参加計画をして下さい。  
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ブロック長 

福岡県理学療法士連盟役員 

職務 氏名 

 会 長  中江  誠 

 幹事長・副会長  白石  浩 

 副幹事長・副会長   今石 喜成 

 幹 事  永野  忍 

 幹 事  甲斐  学 

 幹 事  大原 常豊 

 幹 事  宇戸 友樹 

 幹 事  濱田 真吾 

 幹 事  梅田 淳子 

 幹 事  中井 聖一 

 幹 事   吉村 直人 

 幹 事  長谷川 優 
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ブロック 氏名 

1区  甲斐 尚仁  

2区  中島 大輔  

3区   池尻 道玄  

4区   山坂 誠一 

5区  原  孝太  

6区  麻生  努  

7区   本田 晴彦  

8区  福永  暁  

9区   志田 啓太郎  

10区  河本 浩勲  

11区  松田 浩昭  

◆ 日理連だより 

 次期参院選（2016年7月予定）では、2人目の理学療法士の組織代表を与党からの立候補・当選をめざ

しています。それに合わせて、近く組織代表選考委員会が発足されます。 

委員には日本理学療法士協会・日本理学療法士連盟そして全国のブロック代表者より構成されます。

次年度の早い時期には決定し、9月には与党への公認要請の予定で準備中です。 

リハビリテーションに理学療法士が必須であることを、私たちの日々の努力の成果として発信するこ

とと、立法府における議論の遡上に上げることは一体でなければなりません。 

「戦う集団」とは職能力・学術力そして政治力を有する組織です。3つの力が結集することで国民へ寄

与するリハビリテーション専門職と言えます。 

次期選挙に勝つためには、やはり会員数と資金は欠かせません。ぜひ都道府県連盟へご入会頂くこと

で、多くの理解と支援をお願いします。（日本理学療法士連盟 副会長 中江誠） 

職務 氏名 

 顧 問 高橋 精一郎 

 顧 問  古島  譲 

第三期福岡県理学療法士連盟役員を紹介します！ 

◆ 「リハビリテーションを考える議員連盟」設立される！ 

平成25年11月13日に自民党本部で「リハビリテーションを考える議員連盟」の設立総会が開催されま

した。 

設立総会では、リハビリテーション三団体協議会(日本理学療法士協会、日本作業療法士協会、日本

言語聴覚士協会)から、「訪問リハビリステーション」の創設など5項目を盛り込んだ要望書を提出し、

同議連としても各省庁に要望内容を踏まえた働き掛けを行っていくことを確認しました。 

 要望書には、1)訪問リハビリステーションの創設、2)地域ケア会議等への理学療法士、作業療法士お

よび言語聴覚土の活用、3)認知症に対する理学療法士、作業療法士および言語聴覚士の活用、4)生活習

慣病に対する理学療法士の更なる活用、5)腰痛予防に対する理学療法士および作業療法士の更なる活用

が盛り込まれています。 

 今回の議連の立ち上げには、自民党の衆参議員53人が名を連ね、丹羽雄哉衆院議員が会長に選ばれま

した。三団体協議会からの「法施行から半世紀近く経過しながら一度も法改正が行われておらず、さま

ざまな課題を抱えている」との指摘に対して、丹羽会長は設立総会で「克服していかなければいけない

課題を抱えているが、議連としてカを合わせて頑張っていきたい」と決意を表明しています。 


